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【戦評】

日時 平成29年6月24日 (土) 15:00

平成29年度 全九州高等学校体育大会 第70回 全九州高等学校バスケットボール競技大会

会場 福岡市民体育館

コート

副審 西崎　拓哉

Bコート 第5試合

カテゴリー 男子 2回戦

主審 石嶺　良方

4th

○
OT

●

1st

延岡学園 73
2nd

66 大分舞鶴
3rd

TEAM  A 延岡学園高等学校 TEAM  B 大分舞鶴高等学校
3P 2P FT 反則

4 平　尾　剣　弥 ◎ 10 2

FT 反則 番号 選手名 得点番号 選手名 得点 3P 2P

02 4 永　松　知　也

1

6 森　下　舜　真 3

1 5 小　野　駿　斗 05 田　上　航　己 2 1

20 3 4 3 21 1 2 6 久　原　大　弥 ○

1 1 2

8 近　藤　　　央 ○ 8 2

2 2 7 泥　谷　椋　平 ◎ 37 松　井　雄　幸 10 4

2 1 21 1 8 小　畑　莉　大

2

10 吉　田　韻　希 0

9 加　藤　大　智 49 八　崎　健之介 0

15 1 5 2 210 蠣　原　弘太郎 ○

6 6 2

12 軸　屋　怜　音 ○ 0

3 1 11 山　崎　蒔　志 ○ 1811 米　澤　協　平 ○ 10 1 2

4 2 42 12 川　井　健　太 ○

1

14 千々岩　修　大 0

1 13 楢　原　　　怜 013 山　本　将　史 9 1 3

014 鈴　木　順　登

3 2 15 池　田　　　優 015MUYA KABAMGU FRANCIS○ 21 9

コーチ 川　添　裕　司 コーチ 齋　藤　哲　也

合　　　　計 66 4 21 12 16

全九州大会2回戦、宮崎県2位延岡学園対大分県1位大分舞鶴との対戦、延岡学園のスターティングメンバ―は、＃
4、8、11、12、15、大分舞鶴のスターティングメンバ―は、＃6、7、10、11、12。第1P、両チームともハーフコートマン
ツーマンディフェンスでスタート。序盤はゆっくりとした静かな立ち上がりだったが、延岡学園が＃15のインサイドを中
心に得点を重ねる。大分舞鶴もターンオーバーからの＃12の速攻などで得点。終了1.2秒前に＃11のカットインから
のレイアップがバスケットボールカウントとなり、19対19の同点で第1P終了。第2P、両チームともフリースローによる
得点からスタート。ペリメーターからのシュートがリングに嫌われる中、大分舞鶴＃10のドライブが延岡学園＃15の
ファウルを誘いバスケットボールカウント。延岡学園も＃8が3ptsを沈め、主導権をどちらも奪えない。残り1分、延岡
学園はフリースローを確実に決め、＃6がスティールからのレイアップを決めて、7点差で前半終了。第3P、延岡学園
は＃13の連続得点と、＃4の3ptsでリードを広げる。大分舞鶴タイムアウト。その後も延岡学園＃13が2pts、3ptsを決
め、さらにリードを広げにかかるが、大分舞鶴は＃6が2本連続で3ptsを沈め、さらに＃10も3ptsを決める。広がりか
けていた点差を5点差に縮めて第3P終了。第4P、大分舞鶴は＃6のジャンプショットからスタート、流れを掴みたいと
ころ。延岡学園も要所で＃11、＃4の3ptsが決まり、リードを守る。延岡学園がハーフコートの2-1-2ゾーンディフェン
スに変わってから、大分舞鶴は得点が＃6の3ptsのみにしか取れず、リバウンドも確実に獲得した延岡学園が73対
66で3回戦に進んだ。

合　　　　計 73 6 23 9 12

【戦評記載者】 三好 洋一郎

福岡県バスケットボール協会
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